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律
条
　
拾
　
葉

小

林

宏

　
目
　
次

　
は
し
が
き

一
　
逸
文
の
据
猟

二
　
条
文
の
存
否

は
　
し
　
が
　
ぎ

　
私
は
『
国
学
院
法
学
』
の
最
近
号
に
、
日
本
律
の
逸
文
に
関
す
る
研
究
を
数
篇
連
載
し
て
来
た
。
本
稿
も
亦
、
そ
の
続
篇
で
あ
る
が
、

今
回
は
主
と
し
て
先
学
に
よ
っ
て
、
す
で
に
大
宝
律
の
逸
文
と
し
て
据
撫
さ
れ
た
史
料
か
ら
、
更
に
他
の
大
宝
律
条
文
の
存
在
を
推
測
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
指
摘
は
、
先
学
に
よ
っ
て
も
恐
ら
く
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
条
文
な
い
し
は
律
文
の
存

否
を
明
白
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
日
本
律
研
究
上
、
忽
諸
に
出
来
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
敢
え
て
菰
に
小
論
一
篇
を
あ
ん
で
「
律

条
拾
葉
」
と
題
し
、
『
検
非
違
使
の
研
究
』
、
『
庁
例
の
研
究
』
等
の
名
著
を
遺
さ
れ
た
故
小
川
清
太
郎
教
授
の
霊
前
に
捧
げ
る
こ
と
と
し

た
◎



一
　
逸
文
の
招
撫
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①
名
例
律
陵
条

　
養
老
名
例
律
腰
条
（
大
系
本
『
律
』
七
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
応
議
請
減
。
及
八
位
勲
十
二
等
以
上
。
若
官
位
勲
位
得
減
者
之
父
母
。
妻
子
。
犯
流
罪
以
下
。
聴
瞭
。
（
疏
文
略
）
若
応
以
官
当

　
　
者
。
自
従
官
当
法
。
（
疏
文
略
）
其
加
役
流
。
反
逆
縁
坐
流
。
（
疏
文
略
）
子
孫
犯
過
失
流
。
醐
が
癬
泪
耐
獅
撒
好
聡
蠣
噺
都
不
孝
流
。
（
疏
文
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
及
会
赦
猶
流
者
。
（
疏
文
略
）
各
不
得
減
瞭
。
除
名
配
流
如
法
。
期
微
覗
靴
駐
轍
パ
徽
瀟
都
編
訓
軒
扱
顯
鰭
瀦
プ
粒
沐
薦
磁
構
購
鵬
筋
襯
硫
繍
融
パ
泥
硫
除
名
者
。

　
　
免
居
作
。
（
疏
文
略
）
即
本
罪
不
応
流
配
。
而
特
配
者
。
錐
無
官
。
亦
免
居
作
。
（
疏
文
略
）
其
於
二
等
以
上
尊
長
。
及
外
祖
父
母
。
夫
。
々
之
父
母
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
α
　
過
失
殺
祖
父
母
父
母
。
已
入
五
流
。

　
　
犯
過
失
殺
傷
応
徒
。
若
故
殴
人
至
廃
疾
応
流
。
男
夫
犯
盗
。
謂
。
徒
以
上
。
及
妻
妾
犯
鉦
者
。
亦
不
得
減
瞭
。
　
　
　
　
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
傷
即
合
徒
罪
。
故
云
二
等
以
上
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
膿
燃
監
麟
鰍
鱒
瀬
吸
翻
闇
敵
鯛
轍
映
厩
敷
姻
罫
魏
躍
映
嚴
極
筋
ポ
鞭
。
鞍
甑
翻
。
各
従
除
免
官
当
法
。
（
疏
文
略
）

　
大
宝
名
例
律
腰
条
に
関
し
て
は
、
先
に
私
は
「
律
条
拾
藻
」
（
『
国
学
院
法
学
』
第
一
一
巻
第
一
号
）
に
お
い
て
、
田
令
集
解
功
田
条
所
引
の

古
記
か
ら
、
そ
の
存
在
を
推
測
し
、
か
つ
前
掲
養
老
名
例
律
瞭
条
の
「
応
議
請
減
」
よ
り
、
「
聴
腰
」
ま
で
に
相
当
す
る
文
、
及
び
「
其
加

役
流
」
よ
り
「
除
名
配
流
如
法
」
ま
で
に
相
当
す
る
文
が
大
宝
律
に
お
い
て
も
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
の
後
、
政
事
要
略
巻

八
二
所
載
の
古
答
を
み
る
に
、
こ
の
大
宝
名
例
律
瞭
条
に
関
し
て
は
、
な
お
若
干
の
律
文
を
据
撫
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
、
政
事

要
略
巻
八
二
（
大
系
本
六
五
六
頁
）
の
当
該
個
所
を
掲
げ
る
な
ら
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
古
答
云
。
問
。
八
虐
何
色
得
瞭
。
何
色
不
得
瞭
。
答
。
（
中
略
）
其
於
祖
父
母
父
母
伯
叔
父
姑
兄
姉
及
外
祖
父
母
夫
々
之
父
母
。
犯
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
　
失
殺
傷
応
徒
。
若
故
殴
人
至
廃
疾
応
流
。
犯
盗
。
鉦
他
妻
者
。
亦
不
得
減
瞭
。
案
之
。
過
失
殺
祖
父
母
父
母
。
既
入
五
流
。
若
傷
即

　
　
ー
⑧

　
　
合
徒
。
従
伯
叔
以
下
。
過
失
殺
傷
本
条
合
徒
。
並
是
也
。
過
失
殺
傷
応
徒
。
故
殴
人
至
廃
疾
応
流
者
。
仮
有
一
品
以
下
及
有
蔭
者
。
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並
不
得
減
之
故
。
注
云
。
有
官
位
者
。
難
不
得
減
。
各
従
除
免
当
購
法
。
従
犯
過
失
以
下
。
鉦
他
妻
以
上
者
。
議
請
以
下
並
不
得

　
　
腰
。
此
条
言
不
得
減
者
。
独
就
故
殴
人
至
廃
疾
応
流
以
上
。
但
犯
盗
以
下
依
請
章
。
監
守
内
不
減
。
監
守
之
外
得
減
。

　
右
の
古
答
の
文
中
、
傍
線
を
引
い
た
個
所
㈲
は
、
前
掲
養
老
名
例
律
贈
条
の
傍
線
部
分
ω
に
、
同
じ
く
⑧
は
＠
に
、
⑥
は
＠
に
、
⑨
は

◎
に
夫
々
近
似
し
て
い
る
。
今
、
そ
れ
ら
の
一
々
に
つ
き
検
討
を
加
え
よ
う
。

　
先
ず
ω
と
㈹
に
つ
い
て
。
ω
の
「
二
等
以
上
尊
長
」
が
⑥
で
は
「
祖
父
母
父
母
伯
叔
父
姑
兄
姉
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
二
等
以
上

尊
長
」
と
は
具
体
的
に
い
え
ば
、
「
祖
父
母
父
母
伯
叔
父
姑
兄
姉
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
両
者
は
同
義
で
あ
る
。
ま
た
、
ω
の
「
男

夫
犯
盗
。
謂
。
徒
以
上
。
」
が
⑥
で
は
「
犯
盗
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
個
所
は
唐
律
に
お
い
て
も
「
男
夫
犯
盗
。
謂
。
徒
以
上
。
」

と
あ
る
か
ら
、
大
宝
律
で
は
唐
律
、
及
び
養
老
律
と
同
様
に
作
ら
れ
、
そ
れ
が
古
答
に
よ
っ
て
簡
略
化
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
㈹
の
「
舞
他
妻
」
に
つ
い
て
は
、
ω
即
ち
養
老
律
で
は
「
及
妻
妾
犯
鉦
」
と
あ
り
、
唐
律
で
は
「
及
婦
人
犯
姦
」
と
あ
っ
て
、
夫
々

古
答
の
「
葺
他
妻
」
と
異
な
っ
て
い
る
。
唐
律
の
「
婦
人
犯
姦
」
が
養
老
律
で
は
「
妻
妾
犯
鉦
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
日
唐
国
情
の
相

違
か
ら
、
我
が
立
法
者
に
よ
っ
て
意
識
的
に
改
訂
さ
れ
た
も
の
で
勘
っ
て
（
滋
賀
秀
三
博
士
「
訳
注
唐
律
疏
議
」
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
七
三
巻
第

三
号
）
、
唐
律
が
有
夫
の
婦
、
無
夫
の
婦
を
問
わ
ず
、
婦
人
の
姦
罪
を
等
し
く
減
腰
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
の
に
対
し
、
我
が
国
で
は
有
夫

の
婦
の
姦
罪
を
重
視
し
て
、
そ
れ
の
み
を
減
腰
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
、
唐
律
、
養
老
律
共
に
、
婦
人
の
姦
罪
を

こ
こ
で
は
問
題
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
古
答
の
い
う
「
鉦
他
妻
」
と
は
減
腰
の
資
格
を
も
つ
男
子
が
他
人
の
妻
を
鉦
し
た
と
い
う
意
味

で
あ
り
、
前
述
の
唐
律
、
及
び
養
老
律
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
と
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
大
宝
名
例
律
腰
条
に
「
野
他
妻
」
と
あ
っ
た

か
、
又
「
妻
妾
犯
鉦
」
と
あ
っ
た
か
不
詳
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
大
宝
律
に
「
妻
妾
犯
鉦
」
と
あ
っ
た
も
の
を
古
答
が
「
野
他
妻
」
と
誤

ま
っ
て
略
記
し
た
も
の
と
一
応
考
え
て
お
き
た
い
。

　
次
に
＠
と
⑧
に
つ
い
て
は
、
＠
の
「
已
」
が
⑧
で
は
「
既
」
、
＠
の
「
徒
罪
」
が
⑧
で
は
「
徒
」
と
あ
る
外
は
全
く
同
文
で
あ
る
。
（
唐

　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
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律
は
⑲
と
同
じ
で
あ
る
。
）
の
と
⑥
に
つ
い
て
は
、
の
の
「
取
」
が
⑥
で
は
「
有
」
、
の
の
「
減
瞭
」
が
⑥
で
は
「
減
」
と
あ
る
以
外
、
両

者
は
全
く
同
文
で
あ
る
。
（
唐
律
は
の
と
同
じ
で
あ
る
。
）
⇔
と
⑨
に
つ
い
て
は
、
◎
の
「
官
」
が
⑨
で
は
「
官
位
」
と
あ
り
、
⑭
の
「
者
」

字
の
下
に
⑨
で
は
「
難
不
得
減
」
が
あ
り
、
更
に
⑭
の
「
官
当
法
」
が
⑨
で
は
「
当
瞭
法
」
と
あ
っ
て
、
両
者
に
は
か
な
り
用
語
の
相
違

が
あ
る
。
し
か
し
、
⑨
は
⑭
を
敷
衛
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
同
一
で
あ
る
。
な
お
唐
律
に
お
い
て
は
、
当
該

個
所
は
「
有
官
爵
者
。
各
従
除
免
当
瞭
法
」
と
な
っ
て
い
る
。
⑨
の
個
所
の
上
に
は
「
注
云
」
な
る
語
が
見
え
る
か
ら
、
⑨
の
部
分
は
大

宝
律
の
注
文
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
掲
唐
律
及
び
養
老
律
の
文
と
比
較
し
て
律
文
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
、
大
宝
律
に
は
⑨
の
文
と
近
似
せ

る
注
文
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
な
お
大
宝
律
で
は
、
養
老
律
の
如
く
「
官
当
法
」
と
は
な
く
、
唐
律
と
同
様
、
「
当
贈
法
」
と

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
官
当
に
は
瞭
を
伴
う
場
合
が
あ
る
か
ら
、
両
者
は
同
義
語
で
あ
る
。

　
以
上
を
要
約
し
て
、
大
宝
名
例
律
贋
条
の
復
原
案
を
示
す
な
ら
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
養
老
律
㈲
相
当
の
個
所

　
　
其
於
二
等
以
上
尊
長
。
（
拠
政
事
要
略
巻
八
二
以
意
改
）
及
外
祖
父
母
。
夫
。
夫
之
父
母
。
犯
過
失
殺
傷
応
徒
。
若
故
殴
人
至
廃
疾
応
流
。

　
　
（
政
事
要
略
巻
八
二
）
男
夫
（
養
老
律
）
犯
盗
。
（
政
事
要
略
巻
八
二
）
謂
徒
以
上
。
及
（
養
老
律
）
妻
妾
犯
野
（
拠
政
事
要
略
巻
八
二
以
意
改
）
者
。
亦
不
得

　
　
減
喘
順
。
（
政
事
要
略
巻
八
二
）

　
養
老
律
＠
相
当
の
個
所

　
　
過
失
殺
祖
父
母
父
母
。
既
入
五
流
。
若
傷
即
合
徒
（
政
事
要
略
巻
八
二
）
罪
。
（
養
老
律
）

　
養
老
律
の
相
当
の
個
所

　
　
仮
有
一
品
以
下
及
有
蔭
者
。
並
不
得
減
（
政
事
要
略
巻
八
二
）
瞭
。
（
養
老
律
）

　
養
老
律
⑭
相
当
の
個
所
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有
官
者
。
各
従
除
免
当
蹟
法
。
（
政
事
要
略
巻
八
二
）

　
な
お
、
⑧
の
「
過
失
殺
祖
父
母
父
母
。
既
入
五
流
。
」
に
よ
り
大
宝
名
例
律
瞭
条
に
お
い
て
も
、

が
あ
り
、
且
つ
「
五
流
」
の
一
つ
に
「
子
孫
犯
過
失
流
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

二
　
条
文
の
存
否

養
老
律
と
同
じ
く
「
五
流
」
の
規
定

　
　
①
名
例
律
請
条

　
養
老
名
例
律
請
条
（
大
系
本
『
律
』
六
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
応
議
者
祖
父
母
。
父
母
。
伯
叔
父
姑
。
兄
弟
。
姉
妹
。
妻
子
。
姪
孫
。
若
五
位
及
勲
四
等
以
上
。
犯
死
罪
者
上
請
。
請
。
謂
。
条
其

　
　
所
犯
及
応
請
之
状
。
正
其
刑
名
奏
請
。
流
罪
以
下
。
減
一
等
。
其
犯
八
虐
。
殺
人
。
監
守
内
鉦
他
妻
妾
。
盗
。
略
人
。
受
財
柾
法
者
。
不
用

　
　
此
律
。

　
大
宝
名
例
律
請
条
に
関
し
て
は
、
先
に
私
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
喪
葬
令
集
解
京
官
三
位
条
所
引
の
古
記
か
ら
、
そ
の
存
在
を
推
測

し
、
且
つ
前
掲
養
老
名
例
律
請
条
の
「
若
五
位
及
勲
四
等
以
上
。
犯
死
罪
者
上
請
。
」
と
大
差
な
い
律
文
が
大
宝
律
に
お
い
て
も
存
在
し

た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
処
で
、
一
の
ω
名
例
律
瞭
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
巻
八
二
所
載
の
古
答
を
み
る
と
、
次
の
如
き
文
が
存
す

る
。　

　
（
前
略
）
此
条
言
不
得
減
者
。
独
就
故
殴
人
至
廃
疾
応
流
以
上
。
但
犯
盗
以
下
依
請
章
。
監
守
内
不
減
。
監
守
之
外
得
減
。

　
右
の
文
意
は
や
や
難
解
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
監
臨
主
守
の
場
合
を
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
「
此
条
」
、
即
ち
大
宝
名
例
律
瞭
条
に
お
い

て
、
監
臨
主
守
に
「
減
」
が
適
用
さ
れ
な
い
の
は
、
監
臨
主
守
が
「
故
殴
人
至
廃
疾
応
流
以
上
」
の
罪
を
犯
し
た
場
合
で
あ
り
、
「
犯
盗

以
下
」
の
罪
を
犯
し
た
場
合
は
「
請
章
」
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
罪
を
監
守
内
で
犯
せ
ば
「
減
」
が
適
用
さ
れ
ず
、
監
守
外
で
犯
せ
ば
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「
減
」
が
適
用
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
右
の
「
請
章
」
と
は
大
宝
名
例
律
請
条
を
さ
す
も
の
で
あ
り
、
「
犯
盗
以
下
」
と
は
一
の

①
名
例
律
腰
条
の
項
に
掲
げ
た
古
答
の
文
か
ら
「
犯
盗
」
の
罪
と
「
葺
他
妻
」
の
罪
と
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
大
宝
名
例
律
請

条
に
お
い
て
も
、
養
老
律
同
条
の
「
監
守
内
葺
他
妻
妾
。
盗
。
…
…
者
。
不
用
此
律
。
」
に
相
当
せ
る
律
文
の
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
よ
う
。

　
　
の
名
例
律
以
鍼
入
罪
条

　
「
律
逸
文
」
（
九
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
養
老
名
例
律
以
賊
入
罪
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
以
賊
入
罪
。
正
舷
見
在
者
。
還
官
主
。
已
費
用
者
。
死
及
配
流
勿
徴
。
〔
転
易
他
物
。
及
期
騨
令
〕
生
産
蕃
息
。
皆
為
見
在
。
（
中
略
）
鶉
難

　
　
講
廿
余
皆
徴
之
。
盗
者
倍
備
。
若
計
庸
賃
為
賊
者
。
亦
勿
徴
。
勧
唐
会
赦
及
降
者
。
盗
詐
柾
法
。
猶
徴
正
賊
。
解
o
諸
嫌
種
騒
．
集
余
賦
非
見

　
　
在
。
及
収
贋
之
物
。
限
内
未
送
者
。
並
従
赦
降
原
。
諭
鵬
稀
噸
塀
（
以
下
略
）

　
大
宝
名
例
律
本
条
に
関
し
て
は
、
す
で
に
利
光
三
津
夫
博
士
に
よ
り
、
緑
令
集
解
奪
豫
条
所
引
の
古
記
か
ら
、

　
　
会
赦
及
降
者
。
盗
詐
柾
法
。
猶
徴
正
賊
。
余
賊
非
見
在
及
収
腰
之
物
。
限
内
未
送
者
。
並
従
赦
降
原
。

な
る
逸
文
が
拾
わ
れ
て
い
る
（
『
律
の
研
究
』
四
三
頁
）
。

　
処
で
、
右
の
「
会
赦
及
降
者
。
盗
詐
柾
法
。
猶
徴
正
舷
。
」
は
、
唐
律
と
同
文
で
あ
る
が
、
そ
の
疏
議
を
み
る
に
、

　
　
謂
会
赦
及
降
。
唯
盗
詐
柾
法
三
色
。
正
賊
猶
徴
各
還
官
主
。
盗
者
免
倍
賦
。
故
云
猶
徴
正
舷
。
（
以
下
略
）

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
「
盗
者
免
倍
賊
」
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
、
前
掲
古
記
の
文
意
は
赦
及
び
降
に
会
っ
た
場
合
、
盗
罪
は

正
賊
を
徴
し
て
そ
の
所
有
者
た
る
官
主
に
、
こ
れ
を
返
還
せ
し
め
る
が
、
倍
賊
は
免
除
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
赦
及
び

降
の
適
用
を
う
け
な
い
一
般
の
場
合
に
は
、
盗
罪
は
正
賊
は
勿
論
、
倍
触
を
徴
せ
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
盗
犯
が
倍
舷
を
徴
せ
ら
れ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
大
宝
名
例
律
本
条
に
も
、
養
老
名
例
律
と
同
様
、
「
盗
者
倍
備
」
な
る
注
文
が
存
在
し
た
と
推
測
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
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利
光
博
士
に
よ
っ
て
、
大
宝
名
例
律
二
罪
以
上
倶
発
条
逸
文
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
万
葉
集
巻
十
八
所
載
の
大
伴
池
主
の
消
息
文
（
『
律
の
研

究
』
四
七
頁
）
に
は
、

　
　
凡
貿
易
本
物
。
其
罪
不
軽
。
正
賊
倍
舷
。
宜
急
井
満
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
も
「
倍
舷
」
な
る
用
語
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
③
名
例
律
平
賊
条

　
「
律
逸
文
」
（
九
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
養
老
名
例
律
平
賊
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
平
賊
者
。
拠
犯
処
当
時
物
価
及
上
布
佑
。
酌
舷
糟
噸
林
（
中
略
）
平
功
庸
者
。
計
一
人
一
日
。
為
布
二
尺
六
寸
。
葡
縮
購
（
以
下
略
）

　
大
宝
名
例
律
本
条
に
関
し
て
は
、
す
で
に
利
光
三
津
夫
博
士
に
よ
り
、
公
式
令
集
解
文
案
条
所
引
の
古
記
か
ら
、
前
掲
養
老
律
の
「
平

賊
者
。
拠
犯
処
当
時
物
価
及
上
布
佑
」
に
該
当
す
る
規
定
の
存
在
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
（
『
律
の
研
究
』
四
四
頁
）
。

　
処
で
、
同
じ
く
利
光
博
士
に
よ
り
、
大
宝
職
制
律
監
臨
官
私
役
使
所
監
臨
条
の
逸
文
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
戸
令
集
解
給
侍
条
所
引
の
古

記
（
前
掲
書
六
一
頁
）
に
は
、

　
　
案
職
制
律
。
即
役
使
非
供
己
者
。
計
庸
坐
賊
論
。
罪
止
杖
一
百
。
其
応
供
己
駈
使
。
而
収
庸
直
者
。
罪
亦
如
之
。
（
以
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
「
計
庸
坐
舷
論
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
前
掲
養
老
名
例
律
平
賊
条
の
「
平
功
庸
者
。
計
一
人

一
日
、
為
布
二
尺
六
寸
」
に
相
当
せ
る
規
定
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
㈲
職
制
律
合
和
御
薬
条

　
養
老
職
制
律
合
和
御
薬
条
（
大
系
本
『
律
』
三
七
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
合
和
御
薬
。
誤
不
如
本
法
。
及
封
題
誤
者
。
医
徒
三
年
。
料
理
簡
択
不
精
者
。
杖
六
十
。
（
以
下
略
）

　
処
で
、
政
事
要
略
巻
八
二
所
載
の
古
答
（
大
系
本
六
五
六
頁
）
に
は
、
次
の
如
ぎ
文
が
存
す
る
。
な
お
こ
の
史
料
は
、
利
光
三
津
夫
博
士
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に
よ
っ
て
大
宝
名
例
律
八
虐
条
の
逸
文
と
し
て
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
『
律
の
研
究
』
三
二
頁
）
。

　
　
古
答
云
。
問
。
八
虐
何
色
得
蹟
。
何
色
不
得
購
。
答
。
案
。
文
云
。
有
官
者
除
名
而
已
。
唯
有
蔭
者
即
有
聴
購
者
。
不
聴
瞭
者
。
其

　
　
謀
大
逆
。
謀
叛
。
及
偽
造
内
印
。
若
殺
本
主
及
見
受
業
師
本
国
守
本
部
五
位
以
上
官
長
。
式
等
従
坐
。
躰
縫
潅
珊
粒
若
厭
魅
凡
人
。

　
　
或
求
愛
媚
。
指
斥
乗
輿
。
合
和
御
薬
。
誤
不
如
本
法
。
及
封
題
誤
者
。
若
造
御
膳
誤
犯
食
禁
。
御
幸
舟
船
誤
不
牢
固
。
即
被
子
孫
蔭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
養
老

　
　
者
。
誼
灘
解
頼
琳
緩
耀
競
署
祖
父
母
父
母
。
及
祖
父
母
父
母
在
。
別
籍
異
財
。
居
父
母
喪
身
自
嫁
婆
。
若
作
楽
。
釈
服
従
吉
。
聞
祖
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●

　
　
律
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
術
力
）

　
　
母
父
母
喪
。
匿
不
挙
哀
。
詐
称
祖
父
母
父
母
死
。
箸
父
母
祖
妾
。
及
聞
夫
喪
。
匿
不
挙
哀
。
若
作
楽
。
釈
服
従
吉
。
及
改
嫁
。
此
等

　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
衛
力
）

　
　
合
瞭
。
其
殴
祖
父
母
父
母
夫
。
及
謀
殺
曾
祖
父
母
伯
叔
父
姑
始
兄
姉
者
。
為
重
於
過
失
傷
応
徒
。
故
不
合
瞭
。
自
外
条
具
有
文
。
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
於
祖
父
母
父
母
伯
叔
父
姑
兄
姉
及
外
祖
父
母
夫
々
之
父
母
。
犯
過
失
殺
傷
応
徒
。
若
故
殴
人
至
廃
疾
応
流
。
犯
盗
。
舞
他
妻
者
。
亦

　
　
不
得
減
瞭
。

　
右
文
中
の
「
合
和
御
薬
。
誤
不
如
本
法
。
及
封
題
誤
者
」
に
よ
っ
て
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
養
老
職
制
律
合
和
御
薬
条
に
相
当
せ
る

規
定
の
存
在
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
⑥
職
制
律
造
御
膳
条

　
養
老
職
制
律
造
御
膳
条
（
大
系
本
『
律
』
三
七
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
造
御
膳
。
誤
犯
食
禁
者
。
典
膳
徒
三
年
。
（
以
下
略
）

　
処
で
、
二
の
④
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
若
造
御
膳
誤
犯
食
禁
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
大

宝
律
に
お
い
て
も
、
前
掲
養
老
職
制
律
造
御
膳
条
に
相
当
せ
る
規
定
の
存
在
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
⑥
職
制
律
御
幸
舟
船
条

　
養
老
職
制
律
御
幸
舟
船
条
（
大
系
本
『
律
』
三
七
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。
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凡
御
幸
舟
船
。
誤
不
窄
固
者
。
工
匠
徒
三
年
。
（
以
下
略
）

　
処
で
、
二
の
㈲
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
御
幸
舟
船
誤
不
牢
固
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
大

宝
律
に
お
い
て
も
、
前
掲
養
老
職
制
律
御
幸
舟
船
条
に
相
当
せ
る
規
定
の
存
在
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
の
職
制
律
聞
父
母
夫
喪
匿
条

　
養
老
職
制
律
聞
父
母
夫
喪
匿
条
（
大
系
本
『
律
』
四
三
頁
）
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
聞
父
母
。
若
夫
之
喪
。
匿
不
挙
哀
者
。
徒
二
年
。
喪
制
未
終
。
釈
服
従
吉
。
若
忘
哀
作
楽
。
自
作
遣
人
等
。
徒
一
年
半
。
（
以
下
略
）

　
処
で
、
二
の
④
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
居
父
母
喪
身
自
嫁
婆
。
若
作
楽
。
釈
服
従
吉
。
聞

父
母
喪
。
匿
不
挙
哀
。
（
中
略
）
聞
夫
喪
。
匿
不
挙
哀
。
若
作
楽
。
釈
服
従
吉
。
及
改
嫁
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、

前
掲
養
老
職
制
律
聞
父
母
夫
喪
匿
条
に
相
当
せ
る
規
定
の
存
在
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
⑥
職
制
律
指
斥
乗
輿
条

　
養
老
職
制
律
指
斥
乗
輿
条
（
大
系
本
『
律
』
四
四
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
指
斥
乗
輿
。
情
理
切
害
者
斬
。
（
以
下
略
）

　
大
宝
職
制
律
本
条
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
利
光
三
津
夫
博
士
に
よ
り
、
続
紀
養
老
六
年
正
月
条
の
記
事
か
ら
、
養
老
職
制
律
指
斥
乗
輿

条
に
相
応
す
る
規
定
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
、
且
つ
「
指
斥
乗
輿
」
罪
は
斬
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
『
律
の
研
究
』
五
八
頁
）
。
な
お
、
二
の
④

職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
「
指
斥
乗
輿
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
大
宝
律
本
条
の
存
在
は
推
測
し
得

る
で
あ
ろ
う
。

　
　
⑥
職
制
律
監
臨
官
受
財
柾
法
条

　
養
老
職
制
律
監
臨
官
受
財
柾
法
条
（
大
系
本
『
律
』
五
〇
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。
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凡
監
臨
之
官
。
受
財
而
柾
法
者
。
一
尺
杖
八
十
。
二
端
加
一
等
。
錯
端
絞
。
（
以
下
略
）

　
処
で
、
利
光
三
津
夫
博
士
に
よ
っ
て
、
大
宝
名
例
律
以
触
入
罪
条
逸
文
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
緑
令
集
解
奪
禄
条
所
引
の
古
記
（
『
律
の
研

究
』
四
三
頁
）
に
は
、

　
　
（
前
略
）
案
名
例
律
。
会
赦
及
降
者
。
盗
詐
柾
法
。
猶
徴
正
賊
。
（
以
下
略
）

と
あ
り
、
右
の
「
柾
法
」
は
、
監
臨
の
官
が
財
を
受
け
て
法
を
柾
げ
る
罪
を
意
味
す
る
か
ら
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
前
掲
養
老
職
制
律

監
臨
官
受
財
柾
法
条
に
相
当
せ
る
規
定
の
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
10
職
制
律
監
臨
官
受
所
監
臨
財
物
条

　
養
老
職
制
律
監
臨
官
受
所
監
臨
財
物
条
（
大
系
本
『
律
』
五
〇
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
監
臨
之
官
。
受
所
監
臨
財
物
者
。
一
尺
筈
廿
。
一
端
加
一
等
。
十
端
徒
一
年
。
十
端
加
一
等
。
七
十
端
近
流
。
与
者
減
五
等
。
罪

　
　
止
杖
一
百
。
乞
取
者
加
一
等
。
強
乞
取
者
。
准
柾
法
論
。

　
処
で
、
瀧
川
政
次
郎
博
士
に
よ
っ
て
、
大
宝
職
制
律
監
臨
官
強
取
猪
鹿
条
逸
文
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
戸
令
集
解
国
郡
司
条
所
引
の
古
記

（
『
律
令
の
研
究
』
三
六
六
頁
）
に
は
、

　
　
案
職
制
律
。
監
臨
之
官
。
強
取
猪
鹿
之
類
者
。
依
強
取
監
臨
財
物
法
。
乞
取
者
坐
賊
論
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
に
「
強
取
監
臨
財
物
法
」
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
石
の
大
宝
職
制
律
の
文
は
、
養
老
律
と
同
文
で
あ
り
、
養
老

律
の
「
強
取
監
臨
財
物
法
」
と
は
、
前
掲
養
老
職
制
律
監
臨
官
受
所
監
臨
財
物
条
の
「
強
乞
取
者
。
准
柾
法
論
」
を
さ
す
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
養
老
職
制
律
同
条
に
相
当
せ
る
規
定
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
“
戸
婚
律
子
孫
別
籍
異
財
条

　
「
律
逸
文
」
（
二
二
頁
）
に
よ
れ
ば
、
養
老
戸
婚
律
子
孫
別
籍
異
財
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。
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凡
補
祖
父
母
父
母
在
。
而
子
孫
別
籍
異
財
者
。
徒
二
年
。
動
難
擁
（
以
下
略
）

　
処
で
、
二
の
㈲
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
及
祖
父
母
父
母
在
。
別
籍
異
財
」
と
あ
る
こ
と
に

よ
り
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
前
掲
養
老
戸
婚
律
子
孫
別
籍
異
財
条
に
相
当
せ
る
規
定
の
存
在
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
12
戸
婚
律
居
父
母
夫
喪
嫁
嬰
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
一
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
養
老
戸
婚
律
居
父
母
夫
喪
嫁
婆
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
〔
凡
如
捌
〕
居
〔
父
母
及
如
棚
〕
夫
喪
而
嫁
婆
者
。
徒
二
年
。
動
難
擁
〔
妾
減
二
等
。
如
棚
各
離
之
蜀
難
轡
（
以
下
略
）

　
大
宝
戸
婚
律
本
条
に
関
し
て
は
、
す
で
に
利
光
三
津
夫
博
士
に
よ
っ
て
、
戸
令
集
解
応
分
条
の
古
記
か
ら
、
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
、

且
つ
そ
こ
に
は
夫
の
服
喪
中
に
再
婚
せ
る
妻
の
行
為
が
律
に
よ
っ
て
科
罪
さ
れ
る
こ
と
が
見
え
て
い
る
（
『
律
の
研
究
』
六
九
頁
）
。
処
で
、

二
の
④
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
居
父
母
喪
身
自
嫁
婆
（
中
略
）
。
聞
夫
喪
。
匿
不
挙
哀
。
若
作

楽
。
釈
服
従
吉
。
及
改
嫁
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
大
宝
律
に
お
い
て
、
前
掲
養
老
戸
婚
律
居
父
母
夫
喪
嫁
婆
条
に
相
当
せ
る
規
定
の
存

在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
1
3
賊
盗
律
謀
反
条

　
養
老
賊
盗
律
謀
反
条
（
大
系
本
『
律
』
五
五
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
Q

　
　
凡
謀
反
及
大
逆
者
。
皆
斬
。
父
子
。
若
家
人
資
財
田
宅
。
並
没
官
。
年
八
十
。
及
篤
疾
者
。
並
免
。
祖
孫
兄
弟
。
皆
配
遠
流
。
不
限

　
　
籍
之
同
異
。
（
中
略
）
其
謀
大
逆
者
絞
。
謀
殿
大
社
者
。
徒
一
年
。
殿
者
遠
流
。

　
大
宝
賊
盗
律
同
条
に
関
し
て
は
、
す
で
に
利
光
三
津
夫
博
士
に
よ
り
戸
令
集
解
官
奴
埠
条
か
ら
、
そ
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
、
か
つ
「
謀

反
大
逆
者
之
父
子
（
中
略
）
並
没
官
」
な
る
逸
文
が
拾
わ
れ
て
い
る
（
『
律
の
研
究
』
七
八
頁
）
。

　
処
で
、
二
の
④
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
謀
大
逆
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
宝
律
に
お
い
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て
は
、
「
謀
大
逆
」
罪
の
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
「
謀
大
逆
」
罪
が
唐
律
及
び
養
老
律
と
同
じ
く
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
賊
盗
律

謀
反
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
前
掲
養
老
賊
盗
律
の
「
其
謀
大
逆
者
絞
」
に
相
当
せ
る
規
定
が
大
宝
律
に
存
在
し
た
こ
と
と
な

ろ
う
。

　
　
僻
賊
盗
律
謀
殺
詔
使
条

　
養
老
賊
盗
律
謀
殺
詔
使
条
（
大
系
本
『
律
』
五
七
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
謀
殺
詔
使
。
若
本
主
本
国
守
。
及
吏
卒
謀
殺
本
部
五
位
以
上
官
長
者
。
徒
三
年
。
（
注
文
略
）
已
傷
者
遠
流
。
殺
者
皆
斬
。

　
大
宝
賊
盗
律
本
条
に
関
し
て
は
、
す
で
に
三
浦
周
行
博
士
に
よ
り
、
公
式
令
集
解
駅
使
在
路
条
の
古
記
か
ら
、
「
謀
殺
詔
使
条
」
の
存

在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
「
大
宝
・
養
老
二
律
の
比
較
研
究
」
『
法
学
論
叢
』
第
二
〇
巻
第
五
号
）
。

　
処
で
、
二
の
④
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
若
殺
本
主
及
見
受
業
師
本
国
守
本
部
五
位
以
上
官

長
」
と
あ
る
が
、
こ
の
文
は
、
大
宝
名
例
律
八
虐
条
中
の
「
不
義
」
の
内
容
の
一
部
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
右
の
古
答
の
文
中
、
「
殺
」

の
意
味
は
、
養
老
名
例
律
請
条
の
疏
文
に
、

　
　
殺
人
者
。
謂
。
故
殺
闘
殺
謀
殺
等
。
殺
詑
不
問
首
従
。

と
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
故
殺
、
闘
殺
、
及
び
謀
殺
の
既
遂
を
さ
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
唐
律
十
悪
条
「
不
義
」
の
項
の
「
殺
本
属
府

主
、
刺
史
県
令
、
見
受
業
師
」
に
対
す
る
疏
議
に
、

　
　
府
主
者
。
依
令
。
職
事
官
五
品
以
上
。
帯
勲
官
三
品
以
上
。
得
親
事
帳
内
。
於
所
事
之
主
。
名
為
府
主
。
（
中
略
）
見
受
業
師
。
謂
服

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
膚
儒
業
。
而
非
私
学
者
。
若
殺
詑
。
入
不
義
。
謀
而
未
殺
。
自
従
雑
犯
。

と
あ
る
か
ら
、
前
掲
古
答
の
「
殺
」
が
故
殺
、
闘
殺
は
と
も
角
と
し
て
、
謀
殺
の
既
遂
を
意
味
す
る
こ
と
だ
け
は
、
先
ず
疑
い
な
い
で
あ

ろ
う
。
然
り
と
す
れ
ば
、
大
宝
律
に
お
い
て
は
、
本
主
、
見
受
業
師
、
本
国
守
、
本
部
五
位
以
上
官
長
を
謀
殺
す
る
場
合
の
規
定
が
存
在
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（
品
）

し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
唐
律
及
び
養
老
律
に
は
、
本
主
、
本
国
守
、
本
部
五
位
以
上
官
長
を
謀
殺
す
る
規
定
は
賊
盗
律
に

存
す
る
が
、
見
受
業
師
を
謀
殺
す
る
場
合
の
特
別
の
規
定
は
存
し
な
い
。
見
受
業
師
を
謀
殺
す
る
罪
は
、
恐
ら
く
謀
殺
人
条
の
一
般
規
定

に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
か
ら
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
養
老
賊
盗
律
謀
殺
詔
使
条
の
「
謀
殺
詔
使
、
若
本
主
本
国

守
。
及
吏
卒
謀
殺
本
部
五
位
以
上
官
長
者
。
徒
三
年
。
（
中
略
）
殺
者
皆
斬
」
に
相
当
せ
る
規
定
が
存
在
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
　
1
5
賊
盗
律
謀
殺
祖
父
母
条

　
養
老
賊
盗
律
謀
殺
祖
父
母
条
（
大
系
本
『
律
』
五
七
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
謀
殺
祖
父
母
々
々
外
祖
父
母
夫
夫
之
祖
父
々
母
々
者
。
皆
斬
。
嫡
母
継
母
伯
叔
父
姑
兄
姉
者
。
遠
流
。
已
傷
者
絞
。
（
以
下
略
）

　
処
で
、
二
の
④
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
謀
殺
曾
祖
父
母
伯
叔
父
姑
兄
姉
者
。
為
重
於
過
失

傷
応
徒
。
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
前
掲
養
老
賊
盗
律
謀
殺
祖
父
母
条
に
相
当
せ
る
規
定
の
存
在
が
推
測
さ
れ
、

且
つ
祖
父
母
伯
叔
父
姑
兄
姉
を
謀
殺
す
る
罪
は
そ
れ
ら
を
過
失
傷
す
る
罪
（
徒
罪
）
よ
り
も
重
か
っ
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

　
　
1
6
賊
盗
律
厭
魅
条

　
養
老
賊
盗
律
厭
魅
条
（
大
系
本
『
律
』
六
一
二
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
有
所
憎
悪
。
而
造
厭
魅
。
及
造
符
書
児
誼
。
欲
以
殺
人
者
。
各
以
謀
殺
論
。
減
二
等
。
（
中
略
）
即
於
祖
父
母
父
母
及
主
。
直
求
愛

　
　
媚
而
厭
究
者
。
徒
二
年
。
若
渉
乗
輿
者
皆
絞
。

　
処
で
、
二
の
④
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
「
厭
魅
凡
人
。
或
求
愛
媚
」
「
誼
騨
騨
就
琳
緩
就
鷺
署
祖

父
母
父
母
。
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
前
掲
養
老
賊
盗
律
厭
魅
条
に
相
当
せ
る
規
定
の
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
よ
う
。

　
　
17
賊
盗
律
強
盗
条
・
窃
盗
条
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養
老
賊
盗
律
強
盗
条
及
び
窃
盗
条
（
大
系
本
『
律
』
六
九
・
七
〇
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
強
盗
（
中
略
）
不
得
財
。
徒
二
年
。
一
尺
徒
三
年
。
二
端
加
一
等
。
十
五
端
及
傷
人
者
絞
。
殺
人
者
斬
。
（
以
下
略
）

　
　
凡
窃
盗
不
得
財
。
答
五
十
。
一
尺
杖
六
十
。
一
端
加
一
等
。
五
端
徒
一
年
。
五
端
加
一
等
。
五
十
端
加
役
流
。

　
処
で
、
二
の
④
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
犯
盗
。
新
他
妻
者
。
亦
不
得
減
腰
。
」
と
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
前
掲
養
老
賊
盗
律
強
盗
条
・
窃
盗
条
に
相
当
せ
る
規
定
の
存
在
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
田
闘
訟
律
闘
殴
折
跣
人
支
体
条

　
養
老
闘
訟
律
闘
殴
折
跣
人
支
体
条
（
大
系
本
『
律
』
八
一
頁
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
闘
殴
折
跣
人
支
体
。
及
曙
其
一
目
者
。
徒
三
年
。
折
支
者
。
折
骨
。
跣
体
者
。
骨
節
差
蹟
。
失
其
常
処
。
事
内
平
復
者
。
各
減
二
等
。
（
以
下

　
　
略
）

　
処
で
、
二
の
㈲
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
若
故
殴
人
至
廃
疾
応
流
。
犯
盗
。
鉦
他
妻
者
。
亦

不
得
減
贋
。
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
宝
律
に
お
い
て
は
、
人
を
殴
打
し
て
廃
疾
に
至
ら
し
め
た
場
合
の
罪
が
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
右
の
「
廃
疾
」
と
は
、
具
体
的
に
は
戸
令
に
規
定
さ
れ
た
廃
疾
の
中
、
「
腰
脊
折
」
、
「
一
支
廃
」
を
い
う
も
の
で
あ
ろ

う
。
然
り
と
す
れ
ば
、
前
掲
養
老
闘
訟
律
闘
殴
折
跣
人
支
体
条
に
相
当
せ
る
規
定
が
大
宝
律
に
お
い
て
も
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

な
お
、
前
掲
古
答
の
文
に
よ
れ
ば
、
故
殴
人
至
廃
疾
罪
は
流
罪
で
あ
る
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
養
老
律
の
「
不
因
闘
。
故
殴

傷
人
者
。
加
闘
殴
傷
罪
一
等
。
」
（
闘
訟
律
闘
殴
殺
人
条
）
と
い
う
規
定
に
相
当
せ
る
条
文
が
大
宝
律
に
も
存
在
し
、
そ
れ
に
よ
り
、
故
罪
な

る
故
に
一
等
が
加
え
ら
れ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
大
宝
律
の
闘
殴
折
跣
人
支
体
罪
は
、
養
老
律
と
同
様
、
徒
三
年
で
あ
っ
た
可
能
性

が
大
で
あ
ろ
う
。

　
　
旧
闘
訟
律
殴
制
使
等
条
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養
老
闘
訟
律
殴
制
使
等
条
は
、
瀧
川
政
次
郎
博
士
（
『
律
令
の
研
究
』
六
一
二
七
頁
）
、
利
光
三
津
夫
博
士
（
『
律
の
研
究
』
一
八
二
頁
）
、
及
び
筆

者
（
「
律
条
拾
零
」
『
国
学
院
大
学
目
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
〇
輯
、
「
律
条
拾
塵
」
『
国
学
院
法
学
』
第
一
〇
巻
第
四
号
）
等
に
よ
り
、
次
の
如
く
復

原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
（
補
）
殴
（
儀
制
令
集
解
）
制
使
。
本
属
府
主
。
（
唐
律
）
本
国
守
。
（
式
目
抄
）
及
（
唐
律
）
吏
卒
（
賊
盗
律
謀
殺
詔
使
条
疏
）
本
部
五
位
以
上
（
儀

　
　
制
令
集
解
）
官
長
。
徒
二
年
半
。
（
式
目
抄
）
（
中
略
）
死
者
（
唐
律
）
斬
（
式
目
抄
）
（
以
下
略
）

　
処
で
、
二
の
q
の
賊
盗
律
謀
殺
詔
使
条
の
項
で
述
べ
た
如
く
、
前
掲
古
答
の
文
中
の
「
殺
」
が
闘
殺
を
も
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
大
宝
律

に
お
い
て
も
、
前
掲
養
老
闘
訟
律
殴
制
使
等
条
の
「
殴
（
中
略
）
本
属
府
主
。
本
国
守
。
及
吏
卒
本
部
五
位
以
上
官
長
。
徒
二
年
半
。
（
中

略
）
死
者
斬
。
」
に
相
当
せ
る
規
定
の
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
な
お
、
養
老
名
例
律
八
虐
条
「
不
義
」
の
「
謂
。
殺
本
主
。
本
国
守
。
見
受
業
師
。
」
の
「
殺
」
が
右
と
同
様
の
推
論
に
よ
り
、
「
闘
殺
」

を
も
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
「
本
主
。
本
国
守
。
」
に
相
当
す
る
唐
律
「
本
属
府
主
。
刺
史
。
」
を
闘
殺
す
る
規
定
が
唐
闘
訟
律
殴
制
使
等

条
に
存
す
る
か
ら
、
前
掲
養
老
闘
訟
律
同
条
に
お
い
て
も
、
「
本
主
。
本
国
守
。
」
を
復
原
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
又
唐
律
「
死
者

斬
」
に
相
当
す
る
規
定
の
存
在
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
2
0
闘
訟
律
妻
殴
夫
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
三
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
養
老
闘
訟
律
妻
殴
夫
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
妻
殴
夫
。
杖
一
百
。
動
擁
若
殴
傷
重
者
。
加
凡
闘
傷
三
等
。
須
夫
告
乃
坐
。
死
者
斬
。
律
○
唐
妾
犯
加
一
等
。
動
擁
加
者
。
加
入
於
死
。
過

　
　
失
殺
傷
者
。
各
減
二
等
。
（
以
下
略
）
律
○
唐

　
大
宝
闘
訟
律
妻
殴
夫
条
に
関
し
て
は
、
す
で
に
瀧
川
政
次
郎
博
士
に
よ
っ
て
、
戸
令
集
解
殴
妻
祖
父
母
条
所
引
の
古
記
か
ら
「
殴
夫
徒

一
年
」
な
る
逸
文
が
拾
わ
れ
て
い
る
（
『
律
令
の
研
究
』
三
六
九
頁
）
。
処
で
、
二
の
④
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
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の
古
答
に
、
「
其
於
祖
父
母
父
母
伯
叔
父
姑
兄
姉
及
外
祖
父
母
夫
々
之
父
母
。
犯
過
失
殺
傷
応
徒
。
（
中
略
）
従
伯
叔
以
下
。
過
失
殺
傷
本

条
合
徒
。
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
宝
律
に
お
い
て
は
、
夫
を
過
失
殺
傷
せ
る
罪
が
規
定
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
罪
は
徒
罪
に
な
る
場
合

の
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
規
定
は
唐
律
と
の
対
比
か
ら
、
闘
訟
律
妻
殴
夫
条
に
存
在
し
た
可
能
性
が
大
で
あ

ろ
う
。

　
　
烈
闘
訟
律
殴
兄
姉
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
三
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
養
老
闘
訟
律
殴
兄
姉
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
〔
凡
葡
潴
尼
〕
殴
兄
姉
者
。
徒
一
年
半
。
動
擁
〔
傷
者
徒
二
年
。
折
傷
者
近
流
。
刃
傷
及
折
支
。
若
曙
其
一
目
者
絞
。
死
者
皆
斬
。
署
者

　
　
杖
八
十
。
瓠
擁
尼
〕
伯
叔
父
姑
外
祖
父
母
。
各
加
一
等
。
魏
糎
〔
即
過
失
殺
傷
者
。
各
減
本
殺
傷
罪
二
等
。
葡
潴
尼
〕
（
以
下
略
）

　
処
で
、
前
述
の
二
の
⑳
闘
訟
律
妻
殴
夫
条
の
項
に
掲
げ
た
古
答
の
文
に
よ
り
、
大
宝
律
に
お
い
て
は
、
兄
姉
、
伯
叔
父
姑
、
外
祖
父
母

を
過
失
殺
傷
せ
る
罪
が
規
定
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
罪
は
徒
罪
に
な
る
場
合
の
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
前
掲
養
老
闘
訟
律
殴

兄
姉
条
に
相
当
せ
る
条
文
が
大
宝
律
に
お
い
て
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
22
闘
訟
律
署
祖
父
母
父
母
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
三
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
養
老
闘
訟
律
署
祖
父
母
父
母
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
署
祖
父
母
父
母
者
。
徒
三
年
。
殴
祖
父
母
父
母
者
皆
斬
。
勤
軽
腰
抄
過
失
殺
者
。
流
三
千
里
。
律
o
唐
（
以
下
略
）

　
な
お
、
「
律
逸
文
」
に
は
脱
落
し
て
い
る
が
、
唐
闘
訟
律
本
条
に
は
、
右
に
続
い
て
、
次
の
文
が
存
す
る
。

　
　
傷
者
。
徒
三
年
。

　
処
で
、
二
の
④
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
註
署
祖
父
母
父
母
。
」
「
其
殴
祖
父
母
父
母
。
（
中
略
）

為
重
於
過
失
傷
応
徒
。
」
「
過
失
殺
祖
父
母
父
母
。
既
入
五
流
。
若
傷
郎
合
徒
。
」
等
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
前
掲
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養
老
闘
訟
律
署
祖
父
母
父
母
条
に
相
当
せ
る
規
定
が
存
在
し
、
か
つ
祖
父
母
父
母
を
過
失
殺
せ
る
罪
は
流
罪
、
過
失
傷
せ
る
罪
は
徒
罪
で

あ
り
、
又
殴
っ
た
罪
は
過
失
傷
せ
る
罪
よ
り
も
重
か
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
2
3
闘
訟
律
妻
妾
署
夫
之
祖
父
母
父
母
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
三
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
養
老
闘
訟
律
妻
妾
署
夫
之
祖
父
母
父
母
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
妻
妾
署
夫
〔
之
祖
父
母
且
o
撚
〕
父
母
者
。
徒
三
年
。
動
擁
須
舅
姑
告
乃
坐
。
殴
者
絞
。
傷
者
皆
斬
。
過
失
殺
者
。
徒
三
年
。
傷
者
徒

　
　
二
年
半
。
（
以
下
略
）
劒
唐

　
右
の
復
原
に
つ
い
て
、
川
北
靖
之
氏
は
式
目
抄
か
ら
、
妻
妾
が
夫
の
祖
父
母
父
母
を
署
っ
た
罪
を
徒
一
年
、
殴
っ
た
罪
を
徒
三
年
に
推

断
さ
れ
て
い
る
。
（
「
律
逸
文
考
」
『
皇
学
館
論
叢
』
第
四
巻
第
六
号
）
。

　
処
で
、
前
述
の
二
の
⑫
◎
闘
訟
律
妻
殴
夫
条
に
掲
げ
た
古
答
の
文
に
よ
り
、
大
宝
律
に
お
い
て
は
、
妻
妾
が
夫
の
父
母
を
過
失
殺
傷
せ
る

罪
が
規
定
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
罪
に
徒
罪
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
前
掲
養
老
闘
訟
律
妻
妾
署
夫
之
祖
父
母
父
母
条
に
相
当

せ
る
規
定
が
大
宝
律
に
も
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
2
4
闘
訟
律
殴
傷
妻
前
夫
子
条

　
「
律
逸
文
」
（
一
四
〇
貢
）
に
よ
れ
ぽ
、
養
老
闘
訟
律
殴
傷
妻
前
夫
子
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
1
（
マ
マ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
唐
律
）

　
　
【
凶
諸
殴
傷
妻
前
夫
之
子
者
。
減
凡
人
一
等
。
同
居
者
。
又
減
一
等
。
死
者
絞
。
（
中
略
）
即
勧
唐
殴
傷
見
受
業
師
者
。
加
凡
人
二

　
　
等
。
死
者
斬
。
輕
蜷
。
（
以
下
略
）

　
す
で
に
二
の
⑭
賊
盗
律
謀
殺
詔
使
条
の
項
で
述
べ
た
如
く
、
前
掲
古
答
の
文
中
の
「
殺
」
が
闘
殺
を
も
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
大
宝
律

に
お
い
て
も
、
前
掲
養
老
闘
訟
律
殴
傷
妻
前
夫
子
条
の
「
殴
傷
見
受
業
師
者
。
加
凡
人
二
等
。
死
者
斬
。
」
に
相
当
せ
る
規
定
の
存
在
し

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
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2
5
詐
偽
律
偽
造
神
璽
条

　
　
（

　
「
律
逸
文
」
（
一
四
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
養
老
詐
偽
律
偽
造
神
璽
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
偽
造
神
璽
者
斬
。
造
内
印
者
絞
。
釦
弦
轄
軽
瀕
抄
、
偽
造
不
録
所
用
。
但
造
即
坐
勧
唐

　
処
で
、
二
の
④
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
偽
造
内
印
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
大
宝
律
に
お
い
て

は
、
「
偽
造
内
印
」
罪
の
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
「
偽
造
内
印
」
罪
が
養
老
律
と
同
じ
く
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
偽
造
神
璽
条
に

規
定
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
前
掲
養
老
詐
偽
律
偽
造
神
璽
条
に
相
当
せ
る
規
定
が
大
宝
律
に
存
在
し
た
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
　
2
6
雑
律
坐
賊
致
罪
条

　
　
（

　
「
律
逸
文
」
（
一
五
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
養
老
雑
律
坐
賊
致
罪
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
坐
賊
致
罪
者
。
一
尺
答
十
。
一
端
加
一
等
。
十
二
端
加
一
等
。
罪
止
徒
三
年
。
与
者
減
五
等
。
（
中
略
）
抄
○
怯
囎
軽
顛
職
〔
輸
柾
牒
中
（
以

　
　
下
略
）

　
処
で
、
二
の
⑩
職
制
律
監
臨
官
受
所
監
臨
財
物
条
の
項
に
掲
げ
た
戸
令
集
解
国
郡
司
条
所
引
の
古
記
に
「
乞
取
者
坐
賊
論
」
と
あ
る
こ

と
、
及
び
二
の
③
名
例
律
平
隙
条
の
項
に
掲
げ
た
戸
令
集
解
給
侍
条
所
引
の
古
記
に
「
計
庸
坐
賊
論
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
宝
律
に

お
い
て
も
、
前
掲
養
老
雑
律
坐
蝋
致
罪
条
に
相
当
せ
る
規
定
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
27
雑
律
姦
条

　
　
（

　
「
律
逸
文
」
（
一
五
八
頁
）
に
よ
れ
ば
、
養
老
雑
律
姦
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
姦
者
。
徒
一
年
。
有
夫
者
。
徒
二
年
。
強
者
。
各
加
一
等
。
酌
魏
號
冷
鎌
瑠
掌
転
糖
（
以
下
略
）

　
処
で
、
二
の
㈲
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
鉦
他
妻
者
。
亦
不
得
減
瞭
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
前

述
の
如
く
、
「
妻
妾
犯
鉦
者
。
亦
不
得
減
贈
」
の
誤
り
か
も
知
れ
な
い
が
、
大
宝
名
例
律
請
条
に
「
監
守
内
新
他
妻
妾
」
と
あ
っ
た
こ
と
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は
、
ほ
ぼ
確
実
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
一
般
に
他
人
の
妻
妾
を
姦
す
る
罪
が
大
宝
律
に
お
い
て
も
規
定
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ

て
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
養
老
雑
律
姦
条
に
相
当
せ
る
規
定
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
2
8
雑
律
姦
父
祖
妻
条

「
律
逸
文
」
（
一
五
九
頁
）
に
よ
れ
ば
、
養
老
雑
律
姦
父
祖
妻
条
は
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
補
姦
父
祖
妻
者
。
徒
三
年
。
妾
減
一
等
。
却
離
舐
甦
脚
抄
（
以
下
略
）

処
で
、
二
の
④
職
制
律
合
和
御
薬
条
の
項
に
掲
げ
た
政
事
要
略
所
載
の
古
答
に
、
「
軒
父
祖
妾
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
宝
律
に
お

い
て
も
、
前
掲
雑
律
姦
夫
祖
妻
条
に
相
当
せ
る
規
定
の
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
（
付
記
）
　
本
稿
は
昭
和
四
十
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を
う
け
た
総
合
研
究
㈲
「
日
本
律
令
の
研
究
」
の
一
部
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
を
草
す
る
に
際
し
、
嵐
義
人
、
木
下
勉
、
川
北
靖
之
、
高
塩
博
等
の
諸
氏
の
協
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。


